
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は４年ぶりに理科が加わり、３教科の調査が実施されました。 

この調査の目的は、結果の分析によって授業改革を推進することです。 

市全体の結果をもとに、各教科の課題の一部と、その課題から考えられる授業改革の方向を示

します。各校での取組にご活用ください。 

******************************************************************************************* 

 小学校国語  

【課題】自分の文章のよいところを見付ける 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参照：「報告書 国語」５８～６１ページ「授業アイディア例」 

 

 

改善の方向❶ 「文章のよいところ」を系統的に指導する 

［１・２学年］ 

・順序の分かりやすさ 

・語と語や文と文の続き方 

など 

［３・４学年］ 

・書こうとしたことの明確さ 

・記述の仕方などの工夫 

など 

［５・６学年］ 

・全体の構成や展開の明確さ 

・経験の取り上げ方 

          など 

改善の方向➋ 書き手の目的や意図、思いなどを明らかにさせたり、伝えさせたりする 

他教科等において書いた文章を読み合う場面でも、よさを見付け合う活動を取り入れてみましょう！ 

〈具体的な設問〉□3二 市正答率４１．３％ 

・文章についての感想や意見を具体的に伝え合う活動（右資料）を基に、

島谷さんの文章のよさを島谷さんの立場で、書く。 

（誤答例 類型１３） 

わたしは、五年生の時、美化委員長の南さんの話を聞き、さいばい委員

会で自分が行った活動をふり返って、みんなのために新たな活動を提案で

きなかったことを反省しました。 

◎条件に合う言葉や文を取り上げている。 

▲文章の「よさ」（聞いたことや経験を基にしているなど）について書いて

いない。 

 

誤答率約３割 

http://www.city.niigata.lg.jp/kosodate/gakko/index.html 

NO.５の１ 

令和４年１０月１２日  

   編集・発行 

学校支援課 広報担当 

新潟市教育委員会 学校支援課だより 

授業改革のヒント満載！ 

～令和４年度全国学力・学習状況調査の結果を受けて～ 



小学校算数  

【課題】数量が変わっても割合は変わらないことを理解する  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【課題】図形を構成する要素に着目し、図形を構成するプログラムを改善する  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

改善の方向 生活経験を基にした判断と 

計算で求めた結果を関連付けさせる 

割合の指導を充実させるために、わり算や分数の意味、小数のかけ算とわり算、 

単位量当たりの大きさなど、関係する内容の指導も見直しましょう！ 

〈具体的な設問〉２(3) 市正答率１８．５％ 

・果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの、

果汁の割合について正しいものを選ぶ。 

色が変わります。 

味も変わります。 

「図形をかく」ことではなく、意図した活動に近づけるために 

どのように改善するかを論理的に考えることがねらいです！ 

〈具体的な設問〉６(3) 市正答率４７．３％ 

・示されたプログラムについて、正三角形をかくことが

できる正しいプログラムに書き直す。 

果汁の割合が変わるなら、他にどんなこ

とが変わるかな。 

果汁が含まれている飲み物を半分にすると、

果汁の割合はどうなるのだろう。 

量を半分にしても色や味は変わらないから、果汁の割合は変わらないのではない

かな。 

図にかいたり、計算で求めたりして、果汁の割合が変わらないことを確かめてみようよ。 

誤答率約８割 

改善の方向 図形の意味や性質を基に、作図した 

図形を見直してプログラムを検討させる 

誤答率約５割 

正三角形をかこうと思ったのに正六角形

になってしまったよ。なぜだろう。 

正三角形も正六角形も、全ての辺の長さが

同じだよね。それはかけているよ。 

じゃあ、角度を変えてみよう。･･･120°にしたら正三角形がかけたよ！ 

正三角形の角度は 60°なのに、なぜ、120°でかけたのかな。考えてみよう。 



小学校理科  

【課題】問題解決の過程において、気付いたことを基に分析して、解釈し、適切な問題を

見出す  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参照：「報告書 理科」４６～４７ページ「授業アイディア例」 

 

 

 

〈具体的な設問〉２(4) 市正答率３９．３％ 

・自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付き

の視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつ。 

 

改善の方向 「考察・推論」で、観察・実験の結果等の差異点や共通点に着目させる 

一つの単元で複数ある探究の過程のうち、１回は上のような活動を取り入れてみましょう！ 

〈具体的な設問 １(5) 市正答率６５．４％ 

・観察などで得た結果を、他者の気付きの視点で分

析して、解釈し、自分の考えをもつ。 

Aと Cと Dの見た目は無色透明だけれど、

Bだけ泡が出ました。 

BとCとDは何も

残らなかったけれ

ど、A だけ白い粉

が残りました。 

泡が出た B は気体

が溶けていると思

うな。次はそれを

調べよう。 

白い粉が残った A

は固体が溶けてい

ると思うな。次は

それを調べよう。 

実験した結果を「見た目」「におい」「残ったもの」

で表にまとめましょう。 

誤答率約６割 誤答率３割強 



******************************************************************************************* 

ここで紹介した事例以外についても、報告書に課題と改善の方向が示されています。日々

の授業改革に活かしていきましょう。 

また、児童質問紙からは、教育活動の取組の成果や児童の実態等が分かります。新潟市全

体では、「ICT を活用した学習状況」（項目３２～３７）、「主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善に関する取組状況」（項目３８～４４）、「総合的な学習の時間、学級活動、特別の教

科道徳」（項目４５～４８）では、ほぼすべての項目で全国平均を３ポイント以上上回りました。

「アウトプット」や単元デザインを重視した授業改革や「誰一人取り残さない」を合言葉に取り

組んでいるGIGAスクール構想が一定の成果を挙げているといえます。 

 


